
森林整備一般競争入札実施要綱 

（目的） 

第１条 この要綱は、三重県が発注する森林整備の契約を、地方自治法（昭和 22

年法律第 67号）第 234条第１項に規定する一般競争入札により締結する際の

手続きについて、地方自治法施行令（昭和 22年政令第 16号。以下「施行令」

という。）、三重県会計規則（平成 18年三重県規則第 69号。以下「規則」とい

う。）及び三重県物件関係競争入札参加及び落札資格に関する要綱（以下「物

件関係競争参加資格要綱」という。）に定めるもののほか、必要な事項を定め

ることを目的とする。 

 

（対象とする森林整備） 

第２条 対象とする森林整備は、治山事業及び災害緩衝林整備事業（以下「治山

事業等」という。）において実施する森林施業（地拵え、植付け、下刈り、本

数調整伐、受光伐、除伐、枝落とし）、簡易施設(歩道、木柵工、木製土留工等)

等の施工及び森林調査業務（周囲測量・標準地調査等）の実施とする。 

 

(入札の公告) 

第３条 対象森林整備の入札を実施しようとするときは、規則第 62条の規定に

より、次の各号に掲げる事項を公告するものとする。 

（１）入札に付する森林整備の概要 

（２）入札参加者に必要な資格に関する事項 

（３）入札説明書等の配布の日時及び場所 

（４）入札及び開札の日時及び場所 

（５）入札保証金及び契約保証金に関する事項 

（６）規則第 69条に規定する電子入札を行おうとするときはその旨 

（７）議会の議決を要する場合はその旨 

（８）入札の無効に関する事項 

（９）その他必要な事項 

２ 入札の公告は、別に定める調達説明書の例に準じて作成のうえ、規則第 62

条に基づき行うものとする。 

 

（競争入札参加資格及び落札資格） 

第４条 次の各号のすべてを満たす者は、対象森林整備の競争入札参加資格を

有するものとする。 

（１）競争入札に係る契約を締結する能力を有しない者又は破産者で復権を 



得ない者でないこと 

（２）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第 77

号）第 32条第１項各号に掲げる者でないこと 

２ 次の各号のすべてを満たす者は、参加した競争入札において、落札する資格

を有するものとする。 

（１）三重県建設工事等資格（指名）停止措置要領により資格(指名)停止措 

置を受けている期間中である者でないこと 

（２）三重県物件関係落札資格停止要綱により落札資格停止措置を受けてい 

る期間中である者又は同要綱に定める落札資格停止要件に該当する者

でないこと 

（３）三重県税又は地方消費税を滞納している者でないこと 

（４）三重県の森林整備入札参加者登録名簿に登載されている者 

（５）工事費内訳書を提出している者 

（６）その他入札の公告において付された条件を満たしている者であること 

 

（資格確認の申請等） 

第５条 対象森林整備の競争入札に参加しようとする者は、三重県電子調達シ

ステム（物件等）（以下「電子調達システム」という。）により、第３条に基づ

く入札の公告において指定された日時までに競争入札参加資格確認申請を行

わなければならない。ただし、書面により入札に参加する者にあっては、物件

関係競争参加資格要綱に規定する競争入札参加資格確認申請書（第１号様式）

を、入札公告等において指定された日時、場所に提出しなければならない。 

２ 落札候補者となった者は、入札公告等において指定された書類を、指定され

た日時、場所に提出しなければならない。 

 

（資格の確認） 

第６条 発注機関の長は、第５条の規定により申請書が提出されたときは、第４

条第１項の競争入札参加資格又は同条第２項の落札資格の有無の確認を行う

ものとする。 

２ 前項の資格の確認の時期及び方法については、次のとおりとする。 

（１）第４条第１項の競争入札参加資格にかかるもの 

入札の実施までに、競争入札参加資格確認申請書提出締切日を基準日と

して申請者全員の資格の有無を確認する。 

（２）第４条第２項の落札資格にかかるもの 

開札後、落札決定時までに、原則として入札書提出締切日を基準日とし

て落札候補者の資格の有無を確認する。 



なお、第４条第２項第３号の確認においては、落札候補者から提出され

た確認書類の発行日付が基準日の翌日以降であっても有効として取り

扱う。 

（３）落札資格の確認の基準日から落札決定時までに第４条第２項第１号、 

第２号及び第４号のいずれかを満たさなくなった場合は、落札資格が無

いものとする。 

 

（資格確認結果の通知等） 

第７条 発注機関の長は、第６条第２項第１号の規定により競争入札参加資格

の有無の確認を行ったときは、入札の実施までに当該申請を行った者（以下

「申請者」という。）に対して電子調達システムにより資格確認結果を通知す

るものとする。ただし、書面による申請者に対しては、物件関係競争参加資格

要綱第２号様式により通知するものとする。 

２ 第６条第２項第２号の規定による落札資格の有無の確認については、落札

者の決定通知をもって資格確認結果の通知に代えるものとする。 

３ 発注機関の長は、第６条第２項第１号の規定により資格を確認した結果、競

争入札参加資格がないとした者に対しては、その理由を付記するものとする。 

 

（競争入札参加資格がないとした者に対する理由の説明） 

第８条 第６条第２項第１号の規定により資格を確認した結果、競争入札参加

資格がないとした者は、その理由について、発注機関の長に対し、第７条第１

項に規定する競争入札参加資格確認通知日の翌日から起算して２日以内（休

日を除く。）に書面を持参することにより説明を求めることができる。 

２ 発注機関の長は、前項に規定する理由を求められたときは、物件関係競争入

札審査会に諮ったうえ、競争入札参加資格がないとした理由について、前項の

規定により説明を求めることができる期限の日の翌日から起算して５日以内

（休日を除く。）に書面により回答するものとする。 

なお、当該手続きは入札執行事務を妨げないものとする。 

 

（競争入札参加資格確認結果の取消し等） 

第９条 発注機関の長は、競争入札参加資格者が次の各号のいずれかに該当す

るときは、その資格確認結果を取消すものとする。 

（１）第４条第１項各号のいずれかを満たさなくなったとき。 

（２）提出した申請書等に虚偽の記載等、不正な手段により競争入札参加資 

格者の通知を受けたとき。 

２ 発注機関の長は、前項の規定により資格確認結果を取消すときは、当該資格



確認結果を取消す者に物件関係競争参加資格要綱第３号様式により通知する

とともに、前項第２号に該当する場合には、三重県物件関係落札資格停止要綱

第８条の規定に基づき、出納局長に報告するものとする。 

 なお、この通知に対する理由の説明を求める者がある場合には、第８条の規

定を適用するものとする。 

 

（質疑等及び回答） 

第 10条 入札説明書等に関する質問があるときは、入札公告を開始した日の翌

日から競争入札参加資格確認申請書の締切日まで、電子調達システムにより、

発注機関の長に対し質疑等を行うことができるものとする。ただし、書面によ

り入札に参加する者にあっては、三重県電子調達システム（物件等）運用基準

に規定する質疑申請書（様式３）を入札公告等に定めるところにより提出し、

質疑等を行うことができるものとする。 

２ 前項の規定により質疑等があったときは、発注機関の長は、質疑等の提出締

切日の遅くとも２日後（休日を除く。）から入札締切日の前日（休日を除く。）

まで、質疑等に対する回答を電子調達システムにより閲覧に供するものとす

る。  

 

（入札の執行） 

第 11条 第７条第１項の通知を受け取り、競争入札参加資格が確認された者は、

入札公告等に定めるところにより、入札を行うことができる。 

２ 入札は、原則として電子入札システムにより行うものとする。 

 

（入札保証金及び契約保証金） 

第 12条 入札保証金及び契約保証金は次に掲げるとおりとする。 

（１）入札保証金 納付 

ただし、規則第 67条第２項１号に該当するときは免除するものとする。 

（２）契約保証金 納付 

ただし、規則第 75 条第４項各号のいずれかに該当するときは免除する

ものとする。 

なお、規則第 75 条第４項第１号、第２号又は第４号に該当するときを

除き、会社更生（再生）手続き中の者については免除しないものとする。 

 

（入札の無効及び失格） 

第 13条 次に掲げる入札は、無効とする。 

（１）入札公告等に示した入札に参加する者に必要な資格のない者及び虚偽 



の申請を行った者のした入札 

（２）規則第 71条各号のいずれかに該当する入札 

（３）入札公告等において示した条件等、あらかじめ指示した事項に違反し 

た入札 

２ 対象森林整備の入札において、適正な入札の執行を妨げたときは、その者は

失格とする。 

 

（入札の延期等） 

第 14条 対象森林整備の入札の執行について、天災その他やむを得ない事由に

より入札を公正に執行できないと認められたときは、入札を延期又は中止す

る。 

２ 入札参加者が１者だけの場合は、入札を中止することがある。 

３ 前２項の場合における費用は、入札者の負担とする。 

 

（入札の辞退等） 

第 15条 第７条第１項の通知を受け取り、競争入札参加資格が確認された者は、

入札書を提出するまで又は入札書提出締切日時のいずれか早い時点までに、

入札辞退届を提出することによって入札参加を辞退することができるものと

する。 

２ 前項の規定により入札を辞退した者に対し、この辞退を理由として以後の

入札等について不利益な取扱を行わないものとする。 

 

（競争入札審査会） 

第 16 条 森林整備一般競争入札に必要な次の各号に掲げる事項を審査するた

め、対象森林整備を所管する発注機関に物件関係競争入札審査会を置く。 

（１）競争入札参加資格要件の設定及び確認に関する事項 

（２）落札資格要件の設定に関する事項 

（３）落札候補者の落札資格確認に関する事項 

（４）競争入札参加資格がないとした者に対する理由説明に関する事項 

（５）その他発注機関の長が森林整備一般競争入札の実施に必要と認めた事 

項 

 

（虚偽記載に関する取扱い） 

第 17条 申請書又は添付書類に虚偽の記載をしたことが明らかになった場合に

は、虚偽記載をした者に対し、三重県物件関係落札資格停止要綱により落札停

止措置を行う場合がある。  



 

（その他） 

第 18条 この要綱に定めるもののほか、森林整備一般競争入札の執行に関し必

要な事項は、発注機関の長が物件関係競争入札審査会に諮って定める。 

２ 入札・契約の手続きにおいて使用する言語及び通貨は、日本語及び日本国通

貨に限るものとし、その旨を入札公告等において明らかにする。   

 

 附則  この要綱は、平成１９年４月１日から施行する。 

 附則  この要綱は、平成２２年５月１７日から施行する。 

 附則  この要綱は、平成２３年４月１日から施行する。 

 附則  この要綱は、平成２３年１２月１日から施行する。 

 附則  この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。 

 附則  この要綱は、平成２６年４月１日から施行する。 

 附則  この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。 

 附則  この要綱は、令和６年１月１日から施行する。 


